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西
村
教
授
は
「
犬
山
市
は
先
人
が
残
し
た

歴
史
遺
産
が
豊
富
で
す
が
、
一
方
で
城
東
地

区
は
人
間
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
里
山
に
も

恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
。
城
下
町
が
持
つ
文
化
と

東
部
地
域
の
里
山
が
育
ん
だ
豊
か
な
文
化
に

関
連
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
犬
山
全
体
が

活
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
ん
な
里
山
と
共
に
あ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

（
2
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　

歴
史
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
権
威
で
も
あ
る

東
京
大
学
の
西
村
幸
夫
教
授
に
毎
年
、
市
内

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
指
導
や
講

演
を
続
け
て
い
ま
す
が
、今
回
は
12
月
6
日
、

「
犬
山
東
部
の
里
山
で
、
地
域
の
自
然
と
歴

史
資
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
」
と
題
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
、
羽
黒
、
楽
田
、
栗
栖
と
開
か
れ

5
回
目
。
今
回
は
自
然
を
舞
台
に
、
そ
こ
に

生
き
る
人
々
と
の
関
わ
り
を
歴
史
的
な
立
場

か
ら
捉
え
て
興
味
深
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

西
村
幸
夫
氏
（
略
歴
）

　

1
9
5
2
年
、
福
岡
市
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
。

同
大
学
院
修
了
。
工
学
博
士
。

　

東
京
大
学
教
授
、同
大
学
副
学
長
、

ア
ジ
ア
工
科
大
学
助
教
授
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
客
員
研
究
員
な
ど
を
歴

任
。
専
門
は
都
市
計
画
、
都
市
保
全

計
画
、
都
市
景
観
計
画
な
ど
。

西
村
・
東
大
教
授
が
提
言

城
東

国
宝
犬
山
城

　昨年の国宝犬山城の入場者数が533,337人に達し、過去最高を記録
しました。
　これに先立ち12月18日、観光特使のお笑いコンビ「ロンドンブー
ツ 1号 2号」の田村淳さんへ山田市長から感謝の盾が贈られました。
　淳さんは「犬山城は城好きも、そうでない人にも人気の城。最上
階からの眺めは日本一」と笑顔を見せていました。

田村淳さんに感謝の盾

昨年の入場者は過去最高

里山を活かしたまちづくり

馬頭観音が祭られている祠（今井）



　

西
村
教
授
は
最
初
に
城
東
地
区

の
個
性
と
し
て
、
次
の
通
り
指
摘

し
て
い
ま
す
。

①�

山
あ
り
谷
あ
り
複
雑
な
地
形
の

中
に
多
様
な
集
落
が
散
在
し
て

い
る
。

②�

市
街
化
が
進
む
と
こ
ろ
と
、
自

然
の
豊
か
な
里
山
の
2
つ
に
分

か
れ
て
い
る
。

③�

大
き
な
谷
地
と
小
さ
な
谷
地
が

今
井
と
善
師
野
に
あ
り
、
調
和

が
と
れ
て
い
る
。

④�
東
部
丘
陵
と
い
う
大
き
な
台
地

の
前
面
に
富
岡
、
塔
野
地
、
前

原
と
い
う
集
落
が
散
在
し
て
い

る
。

⑤�

畑
で
は
な
く
田
が
全
面
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

補
足
し
て
、
善
師
野
と
今
井
は

ど
ち
ら
も
谷
が
似
て
お
り
、
山
側

に
神
社
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
都

市
と
農
村
の
中
間
の
よ
う
な
形
態

で
、
善
師
野
宿
（
伏
屋
）
は
中
山

道
の
近
江
宿
と
似
て
い
る
。

　

富
岡
、
塔
野
地
、
前
原
は
開
か

れ
た
土
地
で
あ
る
が
、
今
井
、
善

師
野
は
閉
じ
ら
れ
た
土
地
で
す
。

　

富
岡
は
小
高
い
丘
に
で
き
て
い

る
が
、
塔
野
地
は
地
形
が
複
雑
、

前
原
だ
け
が
平
坦
な
と
こ
ろ
。
田

口
洞
は
谷
に
な
っ
て
い
る
が
、
集

落
は
な
い
。
不
思
議
だ
。
同
じ
規

模
の
谷
な
の
に
、今
井
と
は
違
う
。

　

前
原
新
田
は
入
鹿
池
築
造
に
伴

い
集
団
移
住
し
た
人
た
ち
の
集
落
。

　

こ
れ
ら
の
現
象
や
実
態
を
冷
静

に
眺
め
る
と
、
実
に
面
白
い
光
景

で
す
。

　

城
東
地
区
の
印
象
と
し
て
は

○�

木
曽
街
道
を
初
め
と
す
る
、
古

く
か
ら
の
街
道
沿
い
に
人
々
の

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。

○�

そ
こ
に
面
し
た
神
社
や
寺
、祠
、

石
碑
の
た
た
ず
ま
い
は
周
囲
の

景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

○�

水
神
様
や
山
神
様
が
見
受
け
ら

れ
、
人
々
と
の
祈
り
の
構
図
が

感
じ
ら
れ
る
ほ
か
、
御
嶽
信
仰

も
見
ら
れ
る
。

○�

一
見
分
か
り
づ
ら
く
見
え
る
東

部
地
域
で
す
が
、
細
か
く
見
て

い
く
と
個
性
が
あ
っ
て
面
白
い
。

○�

洞
地
形
で
あ
る
の
に
灌
漑
、
池

が
多
い
こ
と
か
ら
生
活
の
匂
い

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の

城
東
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
次
の
通
り
提
言
し
て
い
ま
す
。

①�

里
山
と
共
に
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。

②�

大
き
な
谷
と
小
さ
な
谷
の
空
間

の
構
成
を
大
切
に
。

③�

背
後
の
山
・
池
と
正
面
の
田
ん

ぼ
の
構
成
が
興
味
を
引
く
。

④�

随
所
に
見
え
る
祈
り
の
形
も
興

味
深
い
。

⑤�

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
個
性
を
考
え

て
ほ
し
い
。

⑥�

新
開
発
の
際
に
は
、
各
地
域
の�

個
性
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
。

⑦�

池
を
作
り
出
し
て
き
た
文
化
を

大
切
に
。

⑧�

木
曽
街
道
な
ど
の
通
り
を
軸
に

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

×　
　

×　
　

×

　

以
上
が
西
村
教
授
の
講
演
要
旨

で
す
が
、
我
々
が
何
の
気
な
し
に

通
っ
て
い
る
ま
ち
や
里
山
の
風
景

も
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
何

の
感
慨
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
三
者
の
見
方
を
参
考
に
、

「
我
々
の
ま
ち
は
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
の
か
」
と
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
に
、
も
っ
と

自
信
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

（
文
責
・
山
田
）

個性豊かな城東の風土

街道や池、祈りの場…おひなさまめぐり

端午の節句まつり
　

城
下
町
の
秋
と
春
の
間
、
つ
ま
り
冬
の
閑
散
期
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
観
光
拠
点
施
設
や
町
家
を
舞
台
に
今
年
も
「
お
ひ
な
さ
ま

め
ぐ
り
」が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
春
に
は「
端
午
の
節
句
ま
つ
り
」

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

お
ひ
な
さ
ま
や
五
月
人
形
を
飾
っ
て
い
た
だ
く
観
光
拠
点
施
設
や
町

家
も
増
え
、
今
回
は
お
ひ
な
さ
ま
飾
り
は
35
施
設
・
店
舗
、
五
月
人
形

飾
り
は
10
施
設
・
店
舗
が
参
加
、
城
下
町
を
彩
り
ま
す
の
で
、
皆
様
多

数
の
散
策
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
お
ひ
な
さ
ま
飾
り
展
示

▼
と
き　

2
月
10
日
㊌
〜
3
月
10

日
㊍　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住

宅
（
吊
る
し
飾
り
展
示
も
）、
し

み
ん
て
い
、
ど
ん
で
ん
館
、
福
祉

会
館
、
城
下
町
各
店
舗
な
ど
約
35

か
所

②
立
体
折
り
雛
づ
く
り
教
室

▼
と
き　

2
月
11
日
㊗
、
21
日
㊐　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
、
午

後
1
時
30
分　

▼
定
員　

各
30
人　

▼
参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
・

ケ
ー
ス
付
き
）
親
子
参
加
は
８
0

0
円
（
子
ど
も
は
色
紙
）　

▼
申

込
み　

市
障
害
者
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
61
・
８
0
0
８
）
へ

③
吊
し
飾
り
づ
く
り
教
室

▼
と
き　

2
月
13
日
㊏
、
28
日
㊐　

時
間
は
②
と
同
じ　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住
宅
展
示
蔵　

▼
定
員　

各
15
人　

▼
参
加
費　

1
個
2
0

0
円
（
材
料
代
）、
鶴
は
7
0
0

円　

▼
申
込
み　

②
、
③
と
も
2

月
17
日
㊌
ま
で
に　

吊
し
飾
り
を

作
ろ
う
会
・
吉
田
（
☎
62
・
８
2

1
８
）
へ

④
花
餅
づ
く
り
体
験

▼
と
き　

2
月
14
日
㊐　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

旧

磯
部
家
住
宅
展
示
蔵　

▼
参
加
費　

1
組
2
0
0
円
（
材
料
代
）

⑤
旧
磯
部
家
住
宅
お
も
て
な
し
事
業

▼
と
き　

2
月
27
日
㊏
〜
28
日
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

▽
あ
ま

ざ
け
（
3
月
3
日
ま
で
）　

1
0

0
円　

▽
子
供
を
お
姫
様
に
（
和

服
を
着
て
雛
飾
り
の
前
で
記
念
写

真
を
各
自
が
撮
る
）。
当
日
会
場

で
受
け
付
け
。
費
用（
着
付
け
料
）

3
0
0
円
▽
飛
び
込
み
・
折
り
雛

体
験
教
室
（
展
示
蔵
）　

費
用
（
材

料
代
）
5
0
0
円

⑥
城
下
町
散
策
（
ガ
イ
ド
「
ナ
イ

ス
で
犬
山
」
案
内
）

▼
と
き　

2
月
13
日
㊏
、23
日
㊋
、

3
月
3
日
㊍　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
参
加
費　

1
人
2
0
0

円　

▼
集
合
場
所　

旧
磯
部
家
住

宅　

▼
申
込
み　

そ
れ
ぞ
れ
5
日

前
ま
で
に
旧
磯
部
家
住
宅（
氏
名
、

住
所
、
人
数
、
連
絡
先
、
個
人
参

加
可
）
へ　

※
個
人
、
団
体
随
時
案
内　

20
人

ま
で
1
回
（
1
時
間
30
分
〜
2
時

間
）
1
，
0
0
0
円　

▼
申
込
先　

市
観
光
協
会（
☎
61
・
2
８
2
5
）

①
五
月
人
形
飾
り

▼
と
き　

4
月
10
日
㊐
〜
5
月
10

日
㊋　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住

宅
（
吊
し
飾
り
展
示
も
）、
し
み

ん
て
い
、
ど
ん
で
ん
館
、
福
祉
会

館
、
城
下
町
各
店
舗
な
ど
約
10
か

所②
子
ど
も
に
甲
冑
を
着
せ
て
撮
影

▼
と
き　

5
月
4
日
㊗
、
5
日
㊗　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

▼
と
こ

ろ　

旧
磯
部
家
住
宅（
当
日
受
付
）　

▼
参
加
費　

1
人
2
0
0
円
（
写

真
は
各
自
で
）

③
城
下
町
散
策
（
ガ
イ
ド
「
ナ
イ

ス
で
犬
山
」
案
内
）

▼
と
き　

4
月
15
日
㊎
、25
日
㊊
、

5
月
5
日
㊗　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

※
参
加
費
や
集
合
場
所
な
ど
は
前

記
と
同
じ

　

こ
の
紙
面
の
問
合
せ
先
は
犬
山

城
下
町
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
・
端

午
の
節
句
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
旧
磯
部
家
住
宅
気
付
き
、
犬
山

北
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
会

長
・
渡
邊
昭
美
、
☎
090
・
４
1
9

６
・
0
7
４
7
）
ま
で
。

 

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

 

端
午
の
節
句
ま
つ
り

城
下
町
を
楽
し
ん
で
！

講演する西村教授

おひなさま飾り

五月人形飾り

面影が残る善師野宿

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です
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所得税及び復興特別所得税の確定申告、市民税・県民税の申告 が始まります〜南部公民館は2月16日㊋から29日㊊まで〜
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税

　
　
の
確
定
申
告

市
民
税
・
県
民
税

の
申
告

【
確
定
申
告
が
必
要
な
人
】

◎
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
2
，

0
0
0
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
・
退
職
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ

て
い
な
い
給
与
の
収
入
金
額
と
、

給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

◎
営
業
・
不
動
産
・
配
当
・
譲
渡

な
ど
各
種
所
得
の
合
計
額
か
ら
所

得
控
除
を
差
し
引
い
て
算
出
し
た

税
額
が
、
配
当
控
除
の
額
及
び
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
の
合

計
額
よ
り
多
い
人

※
個
人
の
白
色
申
告
の
人
で
事
業

や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の

人
は
、
平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な

い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
で
所
得
税
の
還
付
が

あ
る
人
】

　

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
税
額
や
予
定
納
税

額
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税

が
還
付
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る

人
で
、
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控

除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
を
受
け
る
人

②
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退

職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い

た
め
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い

人【
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４

0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
】

　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所
得

者
等
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
場

合
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を

申
請
し
て
い
る
と
、
確
定
申
告
を

し
な
く
て
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
控
除
を
翌
年
度
の
住
民
税
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
5
団
体
を
超
え
る
自
治
体

に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
人

や
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や

医
療
費
控
除
等
で
確
定
申
告
を
す

る
場
合
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
寄

附
を
証
明
す
る
書
類
（
受
領
書
）

を
添
付
し
、
確
定
申
告
で
寄
附
金

控
除
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
を
自
分
で
書
け
る
人

は
郵
便
か
信
書
便
で

　

自
分
で
申
告
書
を
作
成
で
き
る

人
は
、
郵
便
か
信
書
便
に
よ
る
送

付
が
便
利
で
す
。
提
出
の
際
は
、

記
載
事
項
や
添
付
資
料
に
漏
れ
や

誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
書
は
税
務
署

へ
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書

は
市
役
所
税
務
課
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

南
部
公
民
館
で
は
パ
ソ
コ
ン

で
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す

　

南
部
公
民
館
に
は
確
定
申
告
書

等
作
成
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
場

合
、
収
入
金
額
や
控
除
金
額
等
を

入
力
す
る
と
、
税
額
等
が
自
動
で

計
算
さ
れ
る
た
め
、
計
算
誤
り
が

な
く
、
か
つ
短
時
間
で
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
書
の
記

載
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
や
、
不

明
な
点
が
あ
る
人
は
、
確
定
申
告

書
等
作
成
用
の
パ
ソ
コ
ン
入
力

【
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
人
】

◎
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
前
年
中
に
所

得
が
あ
る
人
で
、
次
の
①
〜
③
に

該
当
す
る
人

①
営
業
・
農
業
・
雑
・
不
動
産
・

配
当
（
特
定
配
当
な
ど
を
除
く
）

な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
ほ
か
に
①
の
所
得

が
あ
る
人
（
給
与
・
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以

下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

③
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
る
人

◎
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
（
収
入
が
遺

コ
ー
ナ
ー
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
入

力
コ
ー
ナ
ー
で
は
会
場
内
で
記
載

す
る
簡
易
な
整
理
表
（
扶
養
者
情

報
等
を
記
載
す
る
も
の
）
と
持
参

し
た
添
付
資
料
（
源
泉
徴
収
票
、

医
療
費
明
細
書
、控
除
証
明
書
等
）

を
も
と
に
、
職
員
が
入
力
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
電
子
証
明

書
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

ｅ
−

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
も
可
能

で
す
。

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

ご
自
身
で
医
療
費
の
合
計
額
を
計

算
し
た
上
で
、
領
収
証
を
併
せ
て

会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

紙
で
申
告
書
を
作
成
す
る
人
に

つ
い
て
は
、空
い
て
い
る
席
で「
確

定
申
告
書
の
手
引
き
」
や
「
確
定

申
告
書
の
記
載
例
」
な
ど
を
参
照

し
、
ご
自
身
で
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
筆
記
用
具
・
計
算
用

具
・
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
に
申
告
し
た
人
は
、
そ
の

写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
ど
の
会
場
も
午
前
中
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
比
較
的
待
ち

時
間
の
短
い
午
後
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
振
替
納
税
が
便
利
で
す

○
振
替
納
税
と
は
、
公
共
料
金
と

同
様
、
指
定
し
た
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て
税

金
を
納
付
す
る
制
度
で
す
。
手
続

き
は
「
納
付
書
送
付
依
頼
書
兼
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
利
用
す
る
口
座

の
届
出
印
を
押
印
し
て
税
務
署
又

は
金
融
機
関
に
提
出
す
る
だ
け
で

す
。

○
振
替
納
付
日
は
、
申
告
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
4
月
20

日
㊌
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
が
4
月
25
日
㊊

で
す
。
振
替
納
付
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

（
残
高
不
足
等
で
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
法
定
納
期
限
の

翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
）。

※
申
告
期
限
後
に
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
場
合
は
、
振
替
納
税
を
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

所�

在
地　

小
牧
市
小
牧
二
丁
目
1

0
7
番
地

交�

通
機
関　

①
巡
回
バ
ス
（
小

牧
・
味
岡
循
環
（
右
ま
た
は
左

ま
わ
り
）
コ
ー
ス
）�「
市
民
会

館
前
」
下
車　

②
名
鉄
小
牧
駅

下
車　

徒
歩
約
15
分

所得税及び復興特別所得税の確定申告について
〒485－8651（住所不要）小牧税務署　☎72・2111
（自動音声で案内しますので案内に従って操作してください）
市民税・県民税の申告について
〒484－8501（住所不要）税務課市民税グループ　☎44・0314

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で！！
http://www.nta.go.jp 画面の案内に従って金額を入力
すれば、税額などが自動計算され、所得税及び復興特別
所得税の確定申告書・青色申告決算書・収支内訳書・消
費税等の確定申告書・贈与税の申告書等が作成できます。

▼問合せ先・送付先

申告書の作成は

【所得税及び復興特別所得税の確定申告、市民税･県民税の申告受付】

※�所得税及び復興特別所得税と贈与税の申告期限及び納期限は 3月15日㊋、個人事業者の消費税及び地方消費税の申告
期限及び納期限は 3月31日㊍です。
※市役所では、所得税及び復興特別所得税の確定申告の受付や作成指導はできませんのでご協力をお願いします。
　なお、会場の混雑状況により早めに受付を終了させていただく場合がありますので、ご了承ください。
※分離課税所得（土地・建物・株式の譲渡又は先物取引に係る雑所得）の申告受付は南部公民館では行いません。
※土、日、祝日は開設しませんが、小牧市公民館では 2 月21日㊐と 2 月28日㊐に限り開設します。
※南部公民館と小牧市公民館では開設日時が異なりますので注意してください。
※ 平成25年分から平成49年分までの各年分については、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付することとされて
いますので、記入漏れに注意してください。

申　　告　　会　　場　　・　　日　　程
区　　　分 開　設　期　間 開 設 場 所 開　設　時　間

所得税及び復興特別所得税
（譲渡所得を含む）
贈与税
個人事業者の消費税等

2月15日㊊〜 3月15日㊋ 小牧市公民館

午前 9時〜午後 5時
※�申告書の作成には時間を要しま
すので、午後 4時までにお越し
いただくようお願いします。

所得税及び復興特別所得税
（譲渡所得を除く）
市民税・県民税

2月16日㊋〜29日㊊ 南部公民館
午前 9時〜午後 4時
※�正午〜午後 1時は休憩時間とな
ります。

市民税・県民税 市役所開庁日 犬山市役所税務課 午前 8時30分〜午後 5時15分

族
年
金
や
障
害
年
金
、
傷
病
手
当

な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
場
合

で
も
申
告
が
必
要
で
す
）
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1
月
10
日
㊐
に
「
犬
山
新
成
人

の
集
い
2
0
1
６
」
が
「
進
撃
の

○
人
〜
あ
な
た
は
ど
ん
な
人
に
な

り
た
い
で
す
か
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
新
成
人
7
６
9
人

の
内
６
1
3
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
集
い
は
犬
山
新
成
人
の
集
い

実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
先
輩
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
笑
」
に
よ
る
祝
福
の
舞
で
始

ま
り
、
山
田
市
長
の
音
頭
に
よ
る

乾
杯
、
小
中
学
校
時
代
の
恩
師
と

と
も
に
映
像
で
過
去
を
振
り
返
る

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ク

ラ
ウ
ン
・
ロ
ト
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
内
容
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
成
人

に
「
二
十
歳
の
決
意
」
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
地
区
ご
と
に
記
念
写
真

を
撮
り
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

◆
地
区
ご
と
の
記
念
写
真（
有
料
）

の
希
望
者
は
、
社
会
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
3
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
写
真
の
申
込
期
限

は
2
月
29
日
㊊
で
す
。

　　769人が
大人の仲間入り　　

犬山新成人の集い
2016

■
教
育
委
員
会
委
員
に
田
中
秀
佳
氏
が
選
任

　

林
良
忠
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
後
任
の
委
員
に
田

中
秀
佳
（
ひ
で
よ
し
）
氏
（
春
日

井
市
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
4
年
間
で
す
。
な
お
、
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長　
　
　
　

紀
藤
統
一

職
務
代
理
者　
　

村
上
恵
美
子

委
員　
　
　
　
　

宮
田
雅
隆

　
　
　
　
　
　
　

髙
木
浩
行

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
桂
子

　
　
　
　
　
　
　

田
中
秀
佳

教
育
長　
　
　
　

奥
村
英
俊

催
　し

■
さ
ら
・
さ
く
ら

　
梅
花
コ
ン
サ
ー
ト

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
爽
や
か
な
調
べ
を
聴
き
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
27
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
交
流

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

ギ
タ
ー
演
奏

（
サ
ン
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）、二
胡
・

文
化
琴
・
ピ
ア
ノ
三
重
奏
（
チ
ェ

リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
）　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら
（
☎
63
・
3
８

0
0
）

■
さ
く
ら
工
房

　
ミ
ニ
作
品
展

　

さ
く
ら
工
房
講
師
に
よ
る
ミ
ニ

作
品
展
を
実
施
し
ま
す
。

　

2
月
15
日
号
広
報
に
よ
り
、
さ

く
ら
工
房
前
期
教
室
の
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

2
月
27
日
㊏
〜
3
月
4

日
㊎　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

2
階
展
示
室　

▼
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
（
☎

63
・
3
８
0
0
）

※
受
講
生
が
実
際
に
作
成
し
て
い

た
だ
く
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
善
光
寺
山
公
園
桜
植

樹
（
桜
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
）
に
参

加
し
よ
う

▼
と
き　

2
月
21
日
㊐
午
前
8
時

30
分
〜
11
時（
8
時
か
ら
受
付
）少

雨
決
行（
予
備
日
2
月
27
日
㊏
）　

▼
と
こ
ろ　

善
光
寺
山
公
園（
名

鉄
犬
山
遊
園
駅
の
北
東
）　

▼
集

合
場
所　

善
光
寺
山
公
園
山
頂　

▼
対
象　

愛
知
県
在
住
・
在
勤
の

人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

軍
手
、タ
オ
ル
、水
筒　

▼
申
込
み　

2
月
1
日
㊊
午
前
9
時
か
ら
公
園

緑
地
課（
☎
44
・
0
3
４
5
）へ

■
旧
磯
部
邸
10
周
年

　
記
念
事
業

「
旧
磯
部
邸
　
箏
の
し
ら
べ
」

　

旧
磯
部
邸
は
、
平
成
18
年
か
ら

施
設
の
公
開
を
始
め
、
今
年
で
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
た
び
、

10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
箏
奏

者
三
輪
知
之
氏
に
よ
る
「
旧
磯
部

邸　

箏
の
し
ら
べ
」
を
お
こ
な
い

ま
す
。築
1
5
0
年
の
旧
商
家
で
、

箏
の
美
し
い
し
ら
べ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

3
月
21
日
㊡
午
前
の
部

＝
午
前
10
時
開
場
、
10
時
30
分
開

演　

午
後
の
部
＝
午
後
1
時
開

場
、
1
時
30
分
開
演　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
邸　

▼
料
金　

無
料
（
2

月
22
日
㊊
よ
り
、
旧
磯
部
邸
で
入

場
整
理
券
を
配
布
）　

▼
演
目　

さ
く
ら
、
荒
城
の
月
、
春
の
海
、

き
ら
き
ら
星
等
の
変
奏
曲
他

▼
問
合
せ
先　

旧
磯
部
邸
（
☎

65
・
3
４
４
４
）

■
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
で
は
、「
犬
山
市
自
転
車
等

の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

2
月
1
日
㊊
〜
12

日
㊎　

▼
公
開
場
所　

防
災
安
全

課
、各
出
張
所
で
閲
覧
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載　

▼
意
見
提
出
先　

期
間
中
に
住
所
、氏
名
、連
絡
先
と

意
見
を
記
入
し
直
接
提
出
す
る

か
、
郵
送
、
メ
ー
ル
（010４00

＠
c
ity
.in
u
y
a
m
a
.lg
.jp

）、

F
A
X（
44
・
0
3
６
7
）で
防
災

安
全
課（
☎
44
・
0
3
４
６
）へ

田中秀佳氏

オープニングを飾った「笑�の祝いの舞」

実行委員のみなさん犬山地区

東部地区

南部地区

城東地区
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お知らせINFORMATION

■
わ
ん
ス
ポ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と
き　

3
月
4
日
㊎
午
後
7
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
市
体
育
館　

▼
内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ユ

ニ
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
）
を
チ
ー
ム
で

対
戦
し
得
点
を
競
う　

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小
学

生
以
上　

▼
定
員　

40
人　

▼
参

加
料　

1
人
2
0
0
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）　

▼
申
込
み　

所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
2
月
15
日
㊊
〜
29
日
㊊
ま

で
に
社
会
教
育
課
（
☎
44
・
0
3

5
2　

F
A
X
44
・
0
3
7
2
）

へ■
成
年
後
見
制
度

　
無
料
相
談
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど

に
よ
り
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
定

め
た
代
理
人
が
、
財
産
管
理
や
施

設
入
所
、
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
締
結
や
解
除
な
ど
を
行

い
、
本
人
の
利
益
を
守
る
制
度
で

す
。

　

制
度
内
容
や
制
度
利
用
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
お
困
り
の
人
の
個

相
　談

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
17
日
㊌
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

福
祉
会
館

4
階
４
0
1
会
議
室　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

開
催
日
に
直

接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
（
事

前
予
約
も
可
）　

▼
問
合
せ
先　

（
一
社
）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

（
☎
67
・
８
1
1
5
ま
た
は
62
・

８
5
0
2
）

■
若
者
の
就
労

　
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
25
日
㊍
午
後
1
時

〜
5
時
（
1
人
35
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山　

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜

概
ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

5
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申

込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
い
ち

の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
0
5
８
６
・
64
・
６

3
４
9　

㊋
〜
㊏
午
前
10
時
〜
午

後
5
時
）
へ
（
厚
生
労
働
省
委
託

事
業
）

　世界のいろいろなお茶と、それに合わせたお菓子を体
験しながら、その国のお茶文化に触れてみませんか？ま
た日本の伝統的な茶華道を改めて体験してみませんか？
▼と　き　 2月21日㊐正午〜午後 4時（入場は 3時まで）
▼ところ　犬山国際観光センター　フロイデホール
▼内　容　�ペルー、ブラジル、中国、トルコ、フィリピ

ン、アメリカ各国のお茶とお菓子体験、日本
のお点前体験、生け花体験、和菓子作り体験

※都合により内容を変更する場合があります。
▼入場料　�・�前売券500円（先着100人）呈茶＋【各国の

お茶、生け花、和菓子作り】体験の中で 1
種類

　　　　　・�当日券300円（先着150人）【各国のお茶と
お菓子（お抹茶と生菓子）、生け花、和菓
子作り】体験の中で 1種類

▼販　売　�2 月 1 日㊊から前売券を犬山国際交流協会
（犬山国際観光センターフロイデ内）で販売
（☎61・1000　㊏㊐㊗・第 2月曜日を除く午
前 9時〜午後 5時）

▼と　き　 2月20日㊏午前10時〜午後 3時30分
▼ところ　犬山国際観光センターフロイデ 4階ホール
▼参加料　800円（昼食代・資料代）
▼内　容
　第 1部　団体パネル展示（ 1団体ボード 1枚90㎝×1.8m）
　　　　　※参加団体へはB 2パネルを 1枚提供
　第 2部　市民活動みほんいち（団体アピール合戦）
　　　　　午前10時15分〜正午
　第 3部　交流会　正午〜午後 1時
　第 4部　分科会　午後 1時15分〜 3時15分
　★「元気なコミュニティがめざすもの・・・」
　　コーディネイター：丹羽慎一郎さん
　★「地域の自然をまもるため事例発表〜人づくりにむけて〜」
　　コーディネイター：宮田賢輔さん
　★「みんなで育てる　城下町・・」コーディネイター：松本里美さん
　　�パネル展示、アピール合戦に参加していただく団体の

皆さんも募集しています！
▼問合せ先　犬山しみんていの会（☎61・7710　FAX61・
8108　メールcenter＠inuyama-shimintei.com）

■犬山国際観光センターフロイデ等の『管理運営業務』事業者を募集
　��詳しくは市ホームページを見てください。�▼問合せ先　地域活動推進課（☎44・0347）

　視覚障がい者の人が住み慣れた地域でその人らしく暮らしていくための支援活動を一緒に行いませんか？
〈2回講座とスキルアップ講座〉

日程 とき 内容 ところ
1日目 2月20日㊏

10：00〜16：00
・スポーツを通じて視覚障がい者の人との交流をしよう
　○サウンドテーブルテニス体験
・視覚障がい者の人の生活を知ろう
　○当事者からのお話　○当事者が思うボランティアへの思い
　○福祉の現場からのボランティアへの思い

犬山市身体障害者
活動センターふれんど内
ふれあいプラザ

2日目 3月 5日㊏
9：30〜15：30

・支援活動を知ろう、体験しよう
　○音訳体験　○ガイドヘルプ体験　○点字体験

福祉会館
3階　303、304

受講で興味をもったらスキルアップ講座へ〜もっとくわしく学びたくなったら活動者と一緒に学びませんか〜
　　○もっとくわしく音訳のコツや技術を知りたい　　　　　　　　 3月 8日㊋　午前10時〜午後 3時　福祉会館 3階304
　　○もっとくわしくガイドヘルプのコツや技術を知りたい　　　　 3月12日㊏　午後 1時〜午後 4時　福祉会館 4階401.402
　　○点字付の絵本を作成し、市内の施設に寄贈しよう　　　　　　 3月16日㊌　午後 1時〜午後 4時　福祉会館 3階304

▼�定　員　　15人　 2日間受講できる人（スキルアップ講座は、受講者、過去受講者、過去経験者の人　各講座20人）
▼�受講料　　無料（ 2日目に行うアイマスクをつけての食事体験の食事代500円）
▼対　象　　どなたでも
▼申込み　　�氏名・住所・電話番号・年齢・あなたの好きな事、趣味を記入し犬山市社会福祉協議会ボランティアセン

ター（☎62・2508　FAX62・9923　メールiihukusi@gld.mmtr.or.jp）へ

　聴覚障害者の社会活動への参加を保障するため、専門性をもった要約筆記者を養成し、福祉の向上を図ることを目的
に実施します。
▼と　き　　 4月10日㊐〜平成29年 1 月29日㊐全20回
▼ところ　　ウィルあいち(名古屋市東区上竪杉町 1番地)　あいち聴覚障害者センター（名古屋市中区三の丸 1 - 7 - 2 �桜華会館内）
▼受講資格　�愛知県内に在住または在勤し、聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有し、要約筆記活動及び聴覚障害者の支

援に携わることができる20歳以上60歳以下の人
▼定　員　　手書きコース18人　　　パソコンコース12人
▼参加料　　12,000円（テキスト代3,400円別途）
▼申込み　　�2 月29日㊊（消印有効）までに郵送で受講申込書（http://www.geocities.jp/npoainantyou/からダウ

ンロード）に必要事項を記入しあいち聴覚障害者センター（☎052・228・6660）へ
　　　　　　〒460-0001�名古屋市中区三の丸一丁目 7番 2号　桜華会館　 1階

第7回　世界のTEA TIME市民活動交流フォーラム
〜市民活動みほんいち　未来のまち　人づくり〜

平成27年度
視覚障がい者支援ボランティア養成講座

平成28年度愛知県要約筆記者養成講習会受講者募集

〜あなたの趣味を活かしませんか〜
講　座

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の
読
み
聞

か
せ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
24
日
㊌
・
3
月
23

日
㊌
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館�

2
階

展
示
室　

▼
対
象　

読
み
聞
か
せ

を
し
て
み
た
い
人　

▼
定
員　

先

着
20
人　

▼
講
師　

古
川
よ
し
子　

ど
ん
ぐ
り
文
庫
主
宰　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

2
月
2
日
㊋

午
前
10
時
か
ら
市
立
図
書
館
（
☎

62
・
６
3
0
0
）
へ

■
広
告
を

　
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
産
業
の
振
興
の

た
め
、
平
成
28
年
度
製
作
犬
山
市

指
定
ご
み
袋
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

▼
掲
載
で
き
な
い
広
告　

政
治
活

動
・
宗
教
活
動
・
意
見
広
告
・
公

序
良
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど

▼
申
込
み　

2
月
22
日
㊊
ま
で
に

広
告
案
を
添
え
て
掲
載
申
込
書
を

ご
み
減
量
推
進
課
減
量
推
進
・
庶

務
担
当
へ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で

募
　集

掲 載 場 所 犬山市指定ごみ袋
作成予定枚数 3,000,000枚

使 用 期 間 平成28年度製作分で販売開始か
ら販売終了まで（概ね1年間）

広 告 規 格
大袋　縦 9㎝×横15㎝
中袋　縦 7㎝×横13㎝
小袋　縦 5㎝×横10.5㎝

募 集 枠 6枠
掲 載 料 1枠　250,000円
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▼雇用期間：平成28年 4 月 1 日〜平成29年 3 月31日
▼休日：表中に指定のない職種については原則土日祝
▼選考方法：書類選考の上、面接
▼申込期間： 2 月 1 日㊊〜 2月12日㊎
▼申込方法：�市所定の履歴書（写真貼付）を総務課職員担当へ提出。郵送の場合は【 2月12日㊎17時必着】

とし、受付文書送付のため返信先住所氏名を記入した返信用封筒（82円切手添付）を必ず同封
※市所定の履歴書は、市ホームページよりダウンロード若しくは総務課で配布しております。
※申込は一つのみ（併願不可）です。希望する職種記号一つを履歴書右肩の希望職種欄に記載してください。
※面接選考については受付時に予定日時を通知し、書類選考の上で正式に面接日時を連絡します。
※仕事の内容・勤務時間・賃金日額などは現時点の予定です。

職種 職種
記号

募集
人数

月勤務
日　数 勤務時間 賃金

（日額）
社会
保障 応�募�資�格 仕　事　の　内　容 勤�務�場�所�

事務職 A 1 21 10:00〜17:00 5,400 雇保
社保 パソコン操作経験者 窓口対応やその他庶務業務 市民課

事務職 B 各1 10 8:30〜17:15 6,975 - パソコン操作経験者
市役所出張所業務
（住民票写発行など窓口
業務）

市民課楽田出張所
市民課城東出張所

事務職 C 1 15 8:30〜17:15 6,975 雇保
社保

普通自動車運転免許取
得者
パソコン操作経験者

管財業務補助 総務課

事務職 D 1 10 8:30〜17:15 6,975 - - 電話交換業務 総務課
（日直室）

事務職 E 1
①8
②8
③1

①8:30〜12:30
②12:30〜17:15
③8:30〜17:15

①3,600
②4,275
③6,975

- -

来庁者へ窓口案内業務
郵便物受領等の庶務業務
（シフトにより1名で3種
類の勤務形態）

総務課
（1階総合案内）

事務職 F 1 15 8:30〜17:15 6,975 雇保
社保 パソコン操作経験者 福祉医療・後期高齢者医療

の窓口業務及び事務全般 保険年金課

事務職 G 2 15 8:30〜17:15 6,975 雇保
社保 パソコン操作経験者 健康診査業務全般（準備・

結果データ入力等） 保険年金課

事務職 H 1 15 8:30〜17:15 6,975 雇保
社保 パソコン操作経験者 さくら工房に関する事務

窓口対応やその他庶務業務
健康推進課市民健
康館

事務職 I 2 10 8:30〜17:15 6,975 - 普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

指定ごみ袋管理配送、資
源物回収施設管理など 都市美化センター

事務職 J 1 21 8:30〜17:15 7,200 雇保
社保

普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

社会教育課スポーツ業務
に関する事務、スポーツ
施設管理、財務会計等一
般事務

社会教育課

事務職 K 1 15 8:30〜17:15 6,975 雇保
社保

普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

市民文化会館、南部公民
館設備の維持管理業務な
ど（土日祝勤務有）

犬山市民文化会館

事務職 L 1 21 9:00〜16:00 5,400 雇保
社保

普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

歴史まちづくり課施設管
理・文化財保護に関する事
務、財務会計等一般事務

歴史まちづくり課

運転手兼
事務職 M 1 15 8:30〜17:15 6,975 雇保

社保
普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

議長公務出席のための正
副議長送迎、窓口対応や
その他庶務業務

議会事務局

作業員 N 1 10 8:30〜17:15 11,121 - 普通自動車運転免許取得者
クレーン操作・玉掛け講習受講者

資源回収容器設置、廃棄
物回収など 都市美化センター

保健師 O 1 21 8:30〜17:15 11,040 雇保
社保

保健師資格取得者
普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

成人健康づくり業務（健
康教育・特定保健指導・
健康相談・訪問など）

健康推進課市民健
康館

看護師 P 1 15 8:30〜17:15 9,610 雇保
社保

看護師資格取得者
普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

重複頻回受診者訪問業務
（さらさくら）、保健事業
全般

健康推進課市民健
康館

看護師 Q 1 15 8:30〜17:15 9,610 雇保
社保

看護師または介護支援専門
員の資格取得者
普通自動車運転免許取得者
パソコン操作経験者

障害支援区分認定調査及
び認定審査会に係る事務 福祉課

認定
調査員 R 1 10 8:30〜17:15 9,610 -

保健師、看護師、社会福祉
士、介護支援専門員のいず
れかの資格取得者
パソコン操作経験者
普通自動車運転免許取得者

介護認定訪問調査、調査
票の作成、データ入力 長寿社会課

司書 S 2 15 9:30〜18:15 6,975 雇保
社保 図書館司書資格取得者

図書館窓口事務、レファ
レンス事務、団体貸出（土
日祝勤務有）

図書館

学校図書館
司書 T 2 18

10:00〜15:30
11:00〜16:30
(小中学校で異
なる）

4,500 雇保
図書館司書資格取得者
パソコン操作経験者
普通自動車運転免許取得者

学校図書館本貸出、整理
など 市内小中学校

適応指導教
室指導員 U 1 16 8:45〜17:15 9,000 雇保

社保 パソコン操作経験者 不登校児童生徒の指導相談 適応指導教室
（犬山市福祉会館内）

幼稚園
教諭 V 1 21 8:30〜17:15 8,280 雇保

社保 幼稚園教諭免許 クラス担任 犬山幼稚園

幼稚園
教諭 W 1 8 9:00〜16:00 6,210 - 幼稚園教諭免許

特別支援教育の園児に関
する教育活動補助及び記
録、預かり保育

犬山幼稚園

※�あわせて、以下の職種について募集しております。申込方法は上記の職種と異なり、登録制となりますので、市所定の履歴書（写真貼付）
を�2月12日（金）までに子ども未来課へご提出ください。その他詳細については子ども未来課（0568-44-0324）までお問い合わせください。

職種 職種
記号

募集
人数

月勤務
日　数 勤務時間 賃金 社会

保障 応�募�資�格 仕　事　の　内　容 勤�務�場�所�

保育士 あ 若干 応相談 時給1,035円〜 勤務に
よる

保育士免許取得者
（クラス担任：要幼稚
園教諭資格）

保育（障害児加配、早朝
保育、延長保育、土曜保育、
未満児対応など）

市内子ども未来園
こすもす園

支援員 い 若干 21 15:00〜19:00 日額4,750円 雇保 保育士資格または
教員資格取得者 児童クラブ指導 市内各児童セン

ター

補助員 う 若干 11
7:00〜8:45
15:00〜19:00
など

時給�900円 - - 保育補助、児童クラブ補助

市内子ども未来園
または
市内各児童セン
ター

調理員 え 若干 応相談 時給1,075円 勤務に
よる

土曜勤務可能な方
普通自動車運転免許取
得者

子ども未来園給食調理、
用務 市内子ども未来園

平成28年度 臨時的任用職員・パート職員募集

1112 広報いぬやま　H28・2・1号 広報いぬやま　H28・2・1号



お知らせINFORMATION

■
中
学
校
部
活
動

　
指
導
員
を
募
集

▼
指
導
内
容　

部
活
動
の
技
術
指

導
（
部
活
動
顧
問
の
補
佐
）

▼
募
集
種
目
・
人
数　

ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
（
1
人
）　

▼
応
募
資
格　

①
公
認
審
判
員
・
指
導
者
資
格
や

市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
座
修

了
者
等
の
資
格
保
持
者　

②
募
集

種
目
の
競
技
団
体
か
ら
推
薦
を
受

け
た
人　

③
募
集
種
目
の
選
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
人
の
い
ず
れ

か　

▼
指
導
日　

土
・
日
曜
日
及

び
祝
日
の
1
か
月
3
回
程
度　

年

間
1
0
0
時
間　

▼
委
嘱
期
間　

4
月
〜
平
成
29
年
3
月　

▼
謝
金　

1
時
間
2
，
0
0
0
円　

▼
保
険　

市
で
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入　

▼
申
込
み　

2
月
1
日
㊊
〜
2
月

19
日
㊎
ま
で
に
部
活
動
指
導
員
登

録
申
請
書（
社
会
教
育
課
で
配
布
）

と
履
歴
書
を
社
会
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
3
）
へ　

▼
面
接
日

時　

3
月
12
日
㊏
午
後
5
時
30
分

か
ら
市
体
育
館

※
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
座

の
未
修
了
者
は
未
受
講
科
目
を
必

ず
受
講
す
る
こ
と
。

自衛官等採用案内
採用種目 予備自衛官補

予備自補
普段は一般社会人や学生である人が所定の
訓練を経た後、予備自衛官として採用され
る制度です。

一般公募
応募資格

日本国籍を有する18歳以上34歳未満の人
（平成28年 7 月 1 日現在）

技能公募
応募資格

18歳以上で語学、医療技術、整備などの国
家資格等保有する技能に応じ53歳〜55歳未
満の人（平成28年 7 月 1 日現在）

訓練手当 日額　7,900円

試験期日 4月15日㊎〜19日㊋の間の指定された 1日

受付期間 4月 8日㊎まで（締切日必着）

訓練開始 7月以降

申 込 み
問合せ先

自衛隊愛知地方協力本部　小牧地域事務所
電話0568－73－2190
http：//www.mod.go.jp/pco/aichi/

生
　活

　「家庭」はかけがえのない生活の基盤であり、
家族が互いの心のふれあいと連帯感を深め、
子どもが人間としての生き方の基本を学ぶ最
も大切な教育の場です。
　家庭が担う役割の重要性について認識を高
め、家族全員が明るく、楽しく、ゆとりある
充実した日々を送ることができるよう、明る
く対話のある家庭をつくりましょう。
　なお、愛知県では、毎月第3日曜日を「家庭
の日」と定め、家族のふれあいを呼びかけて
います。
①�家族全員が集まり、楽しく話し合う時間を
持ちましょう。
②�家族全員で、楽しく過ごし、笑顔あふれる
時間を共有しましょう。
③�家族みんなで家事を分担してやってみま
しょう。

親と子の 対話がつくる
よい家庭

2月1日月〜29日月

「家庭の日」県民運動■
新
体
育
館
の
愛
称
が

　
決
定
し
ま
し
た

　

7
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新

し
い
市
体
育
館（
羽
黒
字
竹
ノ
腰
）

の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

〔
愛
称
〕

　
　
エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
ー
ナ

　

こ
の
愛
称
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
（
施
設
愛
称
を

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
取

得
し
た
者
）
で
あ
る
エ
ナ
ジ
ー
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社
（
字
上
小
針
）

か
ら
の
提
案
で
、
社
名
に
込
め
ら

れ
た
「
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
支
え
に
な
る
と
と
も
に
、
常

に
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
な
い
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
新
体
育
館
が

市
民
の
豊
か
な
心
と
生
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
育
む
場
と
な
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
の
決
意
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
称
は
、
体
育
館
の
壁
面
看
板

や
施
設
の
紹
介
な
ど
で
使
用
し
ま

す
。

※
愛
称
は
、
一
般
的
な
呼
称
と
し

て
使
用
し
、
条
例
等
で
定
め
て
い

る
施
設
名
（
市
体
育
館
）
は
変
更

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
る
収

入
は
、
全
額
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
に
積
み
立
て
ま
す
。

1
（
☎
69
・
5
６
9
5
）

◎
V–

d
r
u
g
西
可
児
店

　

岐
阜
県
可
児
市
帷
子
新
町
3

−

54
（
☎
0
5
7
４
・
69
・
0
3
3

7
）

◎
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
マ
ツ
モ
ト
キ

ヨ
シ
小
牧
原
店

　

小
牧
市
小
牧
原
4
丁
目
1
2
3

−

2
（
☎
42
・
0
2
5
5
）

指
定
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
４
４
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

　
（
2
月
分
）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
木
曜
日　

8
時
30
分
〜
10
時

犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

1
日
㊊
大
本
町
町
内
会

13
日
㊏
練
屋
町

23
日
㊋
犬
山
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
（
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
ん
ど

61

−

８
0
0
８
）

28
日
㊐
上
野
住
宅
自
治
会

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
等
に
つ
い

て
は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
指
定
ご
み
袋
取
扱
所
の
新
設

◎
V–

d
r
u
g
羽
黒
店

　

犬
山
市
大
字
羽
黒
字
摺
墨
42

−

犬
山
線
沿
い
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
入

口
西
約
1
5
0
m
）　

▼
広
場
の

概
要　

多
目
的
広
場
2
，
４
5
0

㎡
（
概
ね
70
m
×
35
m
）、
駐
車

場
19
台
、
簡
易
ト
イ
レ
・
手
洗
い　

▼
開
場
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
5
月
か
ら
8
月
は
午

後
7
時
ま
で
）　

▼
休
場
日　

年

末
年
始
（
12
月
28
日
か
ら
翌
年
1

月
3
日
ま
で
）

■
不
動
産
の
公
売

　

市
税
滞
納
処
分
に
よ
る
不
動
産

公
売
を
愛
知
県
と
共
同
で
行
い
ま

す
。

■
市
役
所
西
庁
舎
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開

設
日
変
更

　

毎
月
第
4
日
曜
日
、
西
庁
舎
に

お
い
て
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
2
月
の
第
4

日
曜
日
（
2
月
28
日
）
は
読
売
犬

山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
伴
う
交
通

規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
次

の
と
お
り
日
程
を
変
更
い
た
し
ま

す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

3
月
6
日
㊐
午
前
9
時

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
西

庁
舎　

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量

推
進
課
（
☎
44
・
0
3
４
４
）

■
今
井
切
塞
多
目
的
広

場
が
2
月
6
日
に

オ
ー
プ
ン
！

　

市
で
は
、
今
井
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
跡
地
を
多
目
的
広
場
に

整
備
し
ま
し
た
。
誰
で
も
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
供
用
開
始
日
時　

2
月
6
日
㊏

正
午
か
ら

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

当
日
午
前
11
時
か
ら
行
い
ま
す
。

（
荒
天
時
は
今
井
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
実
施
）

▼
広
場
の
場
所　

犬
山
市
大
字
今

井
字
切
塞
36
番
地
1
（
県
道
長
洞

▼
公
売
日
時　

2
月
9
日
㊋
午
後

1
時
30
分　

▼
公
売
会
場　

名
古

屋
市
中
川
区
中
郷
1

−

3
（
愛
知

県
名
古
屋
西
部
県
税
事
務
所
3
階

会
議
室
）　

▼
公
売
物
件　

土

地
：
犬
山
市
大
字
犬
山
字
南
古
券

2
0
８
番
地
7
（
3
・
51
㎡
）、

2
0
８
番
地
8
（
1
４
2
.
８
８

㎡
）　

建
物
：
木
造
瓦
・
亜
鉛

メ
ッ
キ
銅
板
瓦
2
階
建　

1
階

（
87
・
91
㎡
）、2
階（
58
・
28
㎡
）　

▼
問
合
せ
先　

収
納
課
徴
収
担
当

（
☎
44
・
0
3
1
６
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

■見守り『力』アップに取り組んでいます！
　犬山市では、地域の見守り『力』を活用して、お
互いが支え合える地域づくりをすすめています。そ
のひとつに「高齢者見守り支援ネットワーク」があ
ります。
　今回は、株式会社十六銀行犬山支店、ASA犬山東
部の取り組みを紹介します！
◆�銀行の出入口に高齢者見守り支援ネットワークの
ステッカーを貼っています。お気軽にお声がけく
ださい。� （株式会社十六銀行犬山支店）

◆�配達時に新聞が残っている時などは声をかけてい
ます。配達中に、ひとりで歩いている高齢者の方
などには声をかけるようにしています。

（ASA犬山東部）
　協定を締結していただける事業所は随時募集して
います。お気軽にお問合せください。
▼問合せ先　長寿社会課（☎44・0325）

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と　き

2月14日㊐ 2月21日㊐ 3月 6日㊐※ 常設

午前 9時
〜午後 4時

午前 9時
〜正午

午前 9時
〜正午

※�読売犬山ハーフマ
ラソンのため日程
を変更しています。

平日：午前 8時30分〜正午
　　　午後 1時〜 3時30分
土曜：午前 8時30分〜11時30分
※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

ところ わん丸リサイクル小屋
敷地内（上坂公園西）

南部公民館
駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回収品目 新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ缶・スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無
色・茶色・その他）、廃食用油（植物性
のみ）・小型家電 9品目・パソコン

対　象 市内在住の人
その他 各自で資源容器に投入

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
わん丸リサイクル小屋

と　き 2月14日㊐�午後 1時〜 4時
ところ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）
実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　象 市内在住の人

その他 一部抽選品あり
（抽選は午後 2時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。
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健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

■
健
康
な
ん
で
も

　
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
5
日
㊎
＝
く
わ
ば

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師　

桑
原
生

秀
、
2
月
17
日
㊌
＝
ふ
な
び
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
医
師　

舟
曳
純
一

▼
時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

■
選
ん
で
楽
し
く

　
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン

　

日
常
の
食
事
が
適
量
で
バ
ラ
ン

ス
が
よ
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

食
べ
た
献
立
を
本
物
そ
っ
く
り

の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
選
ん

で
セ
ン
サ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
の

せ
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
予
約
不
要
、

時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時
受
付
）

▼
と
き　

2
月
19
日
㊎
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

（
受
付
は
終
了
15
分
前
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
ロ
ビ
ー　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド

バ
イ
ス　

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳　

▼
問
合

せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

■
生
き
活
き
ク
ッ
ク

〜
脂
質
異
常
症
予
防
〜

　

中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
こ
と
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
血
液
中
の
脂
質
が
異
常
を

き
た
し
、
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬

化
が
進
み
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾

患
な
ど
深
刻
な
病
気
を
招
く
事
態

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
比
較
的
若

い
年
代
の
人
に
も
み
ら
れ
、
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
対
策

の
必
要
性
を
感
じ
な
い
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
数
値
が
高
く

な
る
原
因
が
何
か
を
考
え
、
早
め

の
予
防
・
改
善
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
26
日
㊎
午
前
10
時

〜
午
後
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

▼
内
容　

脂
質
異
常
症
予
防
の
た

め
の
調
理
実
習
、
試
食
と
講
義　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
人　

▼
定

員　

20
人　

▼
参
加
料　

６
0
0

円　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
三
角
巾
や
バ
ン
ダ
ナ
な
ど

頭
を
覆
う
も
の　

▼
申
込
み　

2

月
5
日
㊎
〜
2
月
18
日
㊍
に
市
民

健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

　

食
道
は
、
口
と
胃
を
つ
な
ぐ
臓

器
で
す
。
約
25
セ
ン
チ
の
筋
肉
性

の
管
で
、
食
べ
物
を
の
ど
か
ら
胃

へ
送
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
道
の
代
表
的
な
病
気

□
胃
食
道
逆
流
症

　

胃
液
や
胃
の
内
容
物
が
食
道
に

上
が
っ
て
く
る
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
病
気
で
す
。
胃
液
に
含
ま

れ
る
「
胃
酸
」
は
、
食
べ
た
も
の

を
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
強
い
酸

性
で
あ
り
、
胃
酸
が
食
道
に
上

が
っ
て
く
る
と
、
食
道
の
粘
膜
に

た
だ
れ
が
で
き
た
り
、
何
ら
か
の

症
状
が
現
れ
た
り
し
ま
す
。

【
原
因
】

▼
下
部
食
道
括
約
筋
の
ゆ
る
み
…

食
べ
過
ぎ
・
脂
肪
分
の
多
い
食
事

な
ど

▼
胃
酸
過
多
…
肉
類
な
ど
た
ん
ぱ

く
質
が
多
い
食
品

▼
食
道
の
知
覚
過
敏
…
ス
ト
レ
ス

【
症
状
】

　

胸
や
け
、
酸
っ
ぱ
い
も
の
が
こ

み
上
げ
る
、胃
も
た
れ
、吐
き
気
、

の
ど
の
不
快
感

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

□
食
道
が
ん

　

食
道
の
壁
に
で
き
る
が
ん
が
食

道
が
ん
で
す
。

　

早
期
の
食
道
が
ん
で
は
、
多
く

の
場
合
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
進
行
す

る
と
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
て

き
ま
す
。

▼
物
を
飲
み
込
ん
だ
と
き
に
し
み

る▼
喉
に
違
和
感
が
あ
る

▼
物
が
つ
か
え
る

▼
チ
ク
チ
ク
痛
む

▼
声
が
か
す
れ
る

食
道
が
ん
は
、
進
行
が
早
く
、
比

較
的
早
い
時
期
か
ら
リ
ン
パ
節
に

転
移
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

○
食
道
が
ん
の
危
険
因
子

　

最
近
、
食
道
が
ん
が
飲
酒
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫
煙

が
加
わ
る
と
、
リ
ス
ク
は
お
よ
そ

最
大
2
0
0
倍
に
な
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

右
記
の
症
状
に
心
当
た
り
が
あ

れ
ば
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

た
り
、
タ
バ
コ
を
控
え
る
よ
う
心

掛
け
る
こ
と
で
、
食
道
が
ん
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

第
2
次
み
ん
な
で
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
21
�

ち
ょ
っ
と
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
う
時
間
〜
食
道
編
〜

■MR（麻しん風しん混合ワクチン）予防接種を受けましょう
　市では、MR予防接種を受託医療機関で実施しています。
　第 2期の対象者は平成28年 3 月31日までに接種をしなければ、それ以降の接種
は自己負担となります。まだ接種が済んでいない人は早めに接種をしましょう。
▼対象

対　　　象　　　者
第 1期 生後 1歳〜 2歳（ 2歳の誕生日の前日まで）
第 2期 小学校就学前 1年間　　　平成21年 4 月 2 日生〜22年 4 月 1 日生
▼問合せ先　保健センター

おやこで楽しむ人形劇
人形劇団「もぐら」による人形劇
人形劇「ソメコとオニ」他
▼と　き　 3月 6日㊐午後 1時30分開演（45分間）
▼ところ　市立図書館 2階展示室
▼対　象　幼児・小学生と保護者
▼定　員　100人
▼入場料　無料
▼申込み　 2月16日㊋午前10時から図書館
　　　　　（☎62・6300）へ

子ども医療費助成（払い戻し）の
申請は出張所でもできます。
▼対象　小学 4年生から18歳年度末まで
※18歳年度末とは…18歳に達する日以後の最初の 3月31日
までのお子さま
▼申請　上記対象者の医療費について、医療機関等の窓口
で子ども医療費受給者証を使用せず支払った自己負担額の
払い戻しは、市役所または出張所にて申請が必要です。（領
収書は最大 5年間有効）
　必要書類等、詳細は保険年金課医療担当（☎44・0328）
まで問い合わせてください。

犬山市子育て情報

2月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご
参加ください。（日程は変更されることもあります）

児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）
事業名 対　象 と　き ところ 内容 2月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00　
㊗は除く

市内 7か所児童館・
児童センター

体操・手遊び
ふれあい遊び 3日㊌豆まき

パパも
遊ぼう

未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

2月13日㊏
10：30〜11：30 東児童センター

ふれあい遊び
運動遊び

※�各児童館・児童センターでも
自由に遊んでいただけます。

子育て支援センター　▼問合せ先　さらさくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 2月 3日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
　　　ひよこ

6か月〜 1歳未満の
お子さんと保護者

2月12日㊎
10：30〜11：30 歌・体操・ふれあい遊び・お話

さくらっこ
　　　あひる

1歳〜 1歳 6か月の
お子さんと保護者

2月26日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
離乳食講座

わくわくっこ
　　コアラ

1歳 6か月〜 2歳 6か月の
お子さんと保護者

2月24日㊌
10：30〜11：30

絵本（英語・日本語）歌って踊ろ
う・ピアノの曲・手遊び

※0.1. 2 歳児を持つ親の勉強部屋 4期（ 2月 4日・10日・16日・19日・25日）は受付を終了しています。

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜17：00　 さら・さくらつどいの広場� 　（☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 9：00〜17：00　 犬山市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第 2子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜16：00　 家庭児童相談室　� （☎62・4300）

利用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 8：30〜17：00　 子ども未来課� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。

■
入
学
通
知
書
は

　
届
い
て
い
ま
す
か
？

　

4
月
か
ら
小
学
校
及
び
中
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
の
保
護
者
あ

て
に「
入
学
通
知
書
」を
1
月
中
旬

に
発
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
通
知
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
学
校

教
育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
1
）

■
一
般
不
妊
治
療
費

　
助
成
手
続
き

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
い

う
希
望
を
も
ち
、
不
妊
治
療
を
受

け
て
い
る
夫
婦
へ
の
支
援
と
し

て
、
人
工
授
精
に
係
る
治
療
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
締
切
は
3
月
15

日
㊋
の
た
め
、
手
続
き
の
お
済
み

で
な
い
人
は
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

不
妊
症
と
診
断
さ
れ
、

人
工
授
精
に
係
る
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
（
所
得
制
限
あ
り
）　

▼
助
成
額　

人
工
授
精
に
係
る
治

療
に
要
し
た
自
己
負
担
額
の

1
/
2
相
当
額
、
1
年
度
あ
た
り

の
上
限
額
は
4
万
5
千
円
で
通
算

2
年
間
。
今
年
度
は
27
年
3
月
診

療
分
〜
28
年
2
月
診
療
分
ま
で
が

対
象
。
▼
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
61
・
1
1
7
６
）
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新着紹介
（一部）

図書館だより図書館だより

● 図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『こころの健康診断』� 仮屋暢聡
『おひとりさまの最期』� 上野千鶴子
『温泉の平和と戦争』� 石川理夫
『盗まれた最高機密』� 山崎啓明
『バッテリーウォーズ』�

スティーヴ・レヴィン
『図像学入門』� 山本陽子
『下町ロケット 2』� 池井戸潤
『明治・金色キタン』� 畠中恵
『大脱走』� 荒木源
『まいにちおやつ』� なかしましほ
�
【児童書（読み物）】（小学校低学年）
『プラバン　ファクトリー』
『ダンゴムシだんごろう 3』
『西遊記』
『ドリトル先生物語』
『フランダースの犬』
『長くつしたのピッピ』
（小学校中・高学年）
『子犬工場』
『グレッグのダメ日記
やっぱり、むいてないよ！』
�
【児童書（絵本）】（幼児向け）
『ぼくの天国ポスト』
『みんなのくまくまパン』
『あるひ、いつものがくどうで。』
『とうめいにんげんのしょくじ』

※
1
億
総
「
老
後
危
機
」
時
代
に

備
え
る
家
計
防
衛
術
＆
リ
ス
ク
回

避
の
生
活
術
を
伝
授
。
老
後
に
対

す
る
心
が
ま
え
や
公
的
年
金
の
基

本
、
資
産
運
用
の
具
体
例
や
留
意

点
な
ど
を
、
投
資
や
資
産
運
用
に

不
慣
れ
な
人
に
も
わ
か
る
よ
う
解

説
す
る
。

●『老後破産しないための
　お金の教科書』（塚崎公義著）

※
北
海
道
の
大
学
を
卒
業
し
、
東

京
都
下
の
病
院
で
初
期
研
修
医
と

な
っ
た
森
永
慧
介
。
だ
が
、
そ
こ

で
直
面
し
た
の
は
異
様
な
出
来
事

の
連
鎖
だ
っ
た
―
。
医
師
、
看
護

師
が
抱
え
る
闇
を
描
き
出
す
衝
撃

の
サ
ス
ペ
ン
ス
。『
波
』
連
載
を
加

筆
修
正
し
て
単
行
本
化
。

●『デス・エンジェル』（久間十義著）

※
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
し
か
ら
れ
る
、

わ
ん
ぱ
く
坊
主
の
ゼ
ゼ
ー
。
親
友

に
な
っ
た
の
は
、
裏
庭
の
小
さ
な

ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
の
木
で
…
。

感
受
性
に
満
ち
た
少
年
の
成
長
物

語
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
民
的
作
家
、

ヴ
ァ
ス
コ
ン
セ
ー
ロ
ス
の
半
自
伝

的
名
作
。

●『ぼくのオレンジの木』

※
雪
の
上
に
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
ん

で
天
使
の
跡
を
つ
け
た
、
私
と
マ

コ
お
ば
ち
ゃ
ん
。
天
使
は
い
つ
も

子
ど
も
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
っ
て
…
。
思
春
期
の
少
女
の

心
に
寄
り
添
う
絵
本
。

●『天使がいっぱい』

●
図
書
館
ま
め
知
識

『
印
刷
技
術
の
は
じ
ま
り
と
図
書
館
』

　

現
代
で
は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
印
刷
で
す
が
、
15
世
紀
半
ば
に
活
版
印
刷

術
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
、
写し

ゃ

字じ

生せ
い

と
呼
ば
れ
る
職
業
の
人
々
が
1
冊
1
冊
手
書
き
で

本
を
書
き
写
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
手
間
と
時
間
の
か
か
る
高
価
な
品
と
し

て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
12
世
紀
〜
17
世
紀
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
で
は
、
1
冊
ず

つ
鎖
で
つ
な
い
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

印
刷
技
術
の
発
達
に
よ
り
本
の
大
量
生
産
が
可
能
に
な
り
、
図
書
館
は
民
衆
に
本

を
貸
し
出
す
役
割
を
持
ち
始
め
ま
す
。
収
集
・
保
存
に
加
え
、
利
用
が
重
視
さ
れ
始

め
る
こ
と
に
よ
り
、
思
想
や
知
識
と
い
っ
た
情
報
を
多
く
の
人
々
が
共
有
で
き
る
社

会
へ
と
変
化
を
始
め
た
の
で
す
。

●
今
月
の
一
冊

『
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ナ
リ
ス
ト　

日
本
の
国
宝
を
守
る
』�

（
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
著
）

　

著
者
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で「
日
本
学
」を
専
攻
。
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
社
入
社
時
に
日
本
の
不
良
債
権
の
実
態
を
暴
く
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。

　

人
口
が
多
い
日
本
の
G
D
P
が
高
い
の
は
当
然
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
と
や
か
く
言

わ
れ
て
い
る
が
、
2
年
で
成
果
の
出
る
経
済
政
策
は
な
い
と
説
く
。

　

著
者
は
、
国
宝
な
ど
の
補
修
を
手
掛
け
る
小
西
美
術
工
藝
社
の
会
長
兼
社
長
に
就

任
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
っ
て
い
る
。「
数
字
」
に
基
づ
い
た
分
析
と
冷
静
な

判
断
、
不
毛
な
議
論
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
決
断
力
が
う
か
が
え
る
。�

（
O
.
M
）

●
図
書
館
で
は
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

百
科
事
典
・
全
集
・
雑
誌
・
ビ
デ
オ
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

ダイジョーブ 土屋慎吾各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8時30分〜午後 4時

行 政 2 月26日㊎　午前10時〜午後 3時 市役所 1階　市民相談室

登 記 2 月10日㊌　午後 1時〜 3時 市役所 1階　相談室

不 動 産 取 引 2 月16日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室

行 政 書 士 2 月24日㊌　午後 1時30分〜 3時30分 市役所 1階　相談室

弁 護 士による法 律
（要予約）

3 月 3 日㊍
※ 2月 4日㊍午後 1時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 2 月 4 日㊍・18日㊍午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 2 月 3 日㊌　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 2 月 8 日㊊　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

発 達 支 援
（要予約）

2 月 8 日㊊・18日㊍　午前 9時30分〜正午
※18歳まで 保健センター（☎61・1776）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

2 月 5 日㊎（12・19・26日は休み）
午後 1時〜 4時30分 市役所 1階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 2 月 2 日㊋　午後 1時〜 4時30分 市役所 2階　202会議室

人 権 2 月17日㊌　午後 1時〜 4時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 市役所 3階　社会教育課青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 3時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待に関する
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 子ども未来課（☎44・0323）

建築士による住宅相談
（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）

予約先：都市計画建築課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 2 月23日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室

※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月・木曜日（㊗除く）午後 1時〜 5時 市役所 1階　相談室

労 働 2 月17日㊌　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室
※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

住宅改善（要予約） 2 月25日㊍午前10時〜午後 4時
※虚弱な高齢者と身体障害者が対象

相談者宅
※社会福祉協議会（福祉会館 2階）で予約受付
（☎63・2918）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、　最終受付 4時）

市役所 2階　相談室
※�当日先着12人。市保険年金課年金担当で受付。
　年金額、加入期間の確認は不可

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

3 月24日㊍　午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩） 市保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約 市役所 6階会議室議会事務局（☎44・0307）

い
か
が

で
す
？

だ
い

じ
ょ
う

ぶ
で
す

だ
い

じ
ょ
う
ぶ

で
す

都
合
の
い
い

断
り
文
句
が

流
行
る
な
ァ

お
じ
ち
ゃ

ん
！

ダ
イ
ジ
ョ

ウ
ブ
？

あ
り

が
と
う

こ
れ
が
本
当
の

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
な
ァ

チ
ェ
ッ

何
が

だ
い
じ

ょ
う
ぶ
だ

こ
っ
ち
は

ち
っ
と
も
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犬
山
警
察
署
だ
よ
り

■
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
1�
8
，
3
1
0
円　

わ
ん
丸
リ

サ
イ
ク
ル
小
屋

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ひ
な
飾
り
展

▼
と
き　

2
月
4
日
㊍
〜
3
月
7

日
㊊
午
後
1
時
〜
5
時
（
㊋
・
㊌

定
休
）　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木
屋
（
☎
61
・
0
5

9
1
）

●
正
し
い
健
康
情
報
と
の
付
き
合

い
方
　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
中
心
に

▼
と
き　

2
月
27
日
㊏
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
2

階　

▼
定
員　

先
着
1
0
0
人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

2
月
10
日
㊌
ま
で
に
F
A
X
ま
た

は
メ
ー
ル
で
名
城
尾
北
会　

丹
羽

（
F
A
X
0
5
８
7
・
66
・
0
2

2
0　

メ
ー
ルm

eijyobihoku
kai＠

gm
ail.com

）
へ

◇　
　

◇　
　

◇

3
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
2
月

3
日
㊌
。
4
月
1
日
号
の
締
め
切

り
は
2
月
22
日
㊊
。

振り込め詐欺に注意！
▼「だまされません」べい作戦
　年金支給日は振り込め詐欺被害にあう高
齢者が多いため、市内信用金庫において、
「だまされません」べいと称し、犬山警察
署員と市職員がわん丸君せんべいとオレオ
レ詐欺等の防止チラシを配布しました。

油彩画の寄贈
▲冬の犬山城
　光風会会員の林泰二氏（春日井市）が12
月15日、市へ絵画を寄贈し、市長から林氏
へ感謝状が贈られました。
　寄贈された絵画は30号の油彩画で、冬の
犬山城が描かれています。現在、市役所 2
階に展示中です。

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風�⑩

な
ぜ
解
体
か
？
　

　

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る
新

体
育
館
は
、
現
体
育
館
の
約
2
・

5
倍（
ア
リ
ー
ナ
部
分
で
の
比
較
）

も
の
大
き
さ
で
、
約
32
億
5
千
万

円
（
建
設
費
）
を
投
入
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
体
育
館
の
寿
命

は
終
え
た
と
の
認
識
で
、
こ
れ
を

廃
止
す
る
前
提
で
新
体
育
館
建
設

を
進
め
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

も
し
、
現
体
育
館
を
初
め
か
ら

残
す
つ
も
り
だ
っ
た
な
ら
、「
新

体
育
館
が
そ
も
そ
も
必
要
だ
っ
た

の
か
」
と
い
う
点
や
「
規
模
が
妥

当
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
点
で
、

必
要
以
上
に
無
駄
な
お
金
を
掛
け

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
現
体

育
館
に
多
額
の
お
金
を
投
資
し
て

大
規
模
改
修
し
た
り
、
二
重
の
維

持
管
理
費
を
負
担
し
て
ま
で
、
新

旧
2
つ
の
体
育
館
を
維
持
す
る
必

要
は
な
く
、
現
体
育
館
は
解

体
し
ま
す
。

〈
参
考
〉
現
体
育
館
の
大
規

模
改
修
は
、
最
低
で
も
約
1

億
6
千
万
円
必
要
で
す
。
ま

た
、
現
体
育
館
を
残
し
た
場

合
、
管
理
費
は
年
間
約
7
百
万
円

必
要
で
す
。
現
体
育
館
は
築
50
年

以
上
で
、
約
20
年
前
の
耐
震
調
査

で
は
ぎ
り
ぎ
り
基
準
値
内
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
経
年
劣
化
を
加
味

す
れ
ば
、
安
全
性
は
十
分
で
な
い

と
考
え
ま
す
。

建
物
の
解
体
と
跡
地
の

安
全
対
策
の
費
用
は
？

　

現
体
育
館
の
解
体
撤
去
費
用

は
、約
8
千
万
円
の
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
現
体
育
館
の
敷
地
は
、
半

分
以
上
が
急
な
が
け
地
と
な
っ
て

お
り
、
建
物
撤
去
後
に
が
け
が
崩

れ
な
い
よ
う
安
全
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
費
用
が
約
3
千

万
円
の
見
込
み
で
す
。

跡
地
は
ど
う
な
る
の
？

　

跡
地
は
が
け
で
あ
る
た
め
、
残

存
面
積
が
少
な
く
、
利
活
用
の
選

択
肢
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
額

の
お
金
を
掛
け
て
中
途
半
端
な
も

の
を
つ
く
る
よ
り
、
国
宝
犬
山
城

の
魅
力
を
高
め
る
よ
う
な
空
間
づ

く
り
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
跡
地
は
犬
山
城

へ
の
導
入
路
整
備
と
広
場
拡
充

（
整
備
費
約
2
千
万
円
で
平
成
29

年
度
予
定
）
を
進
め
、
必
要
最
小

限
の
整
備
に
留
め
ま
す
。
ま
た
、

財
源
は
国
庫
補
助
や
入
湯
税
が
原

資
の
観
光
事
業
振
興
基
金
の
活
用

を
検
討
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
予

算
投
入
を
最
小
限
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
務
原
市
側
で
木
曽
川

沿
い
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
る
た

め
、
犬
山
市
側
で
歩
道
の
導
線
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
犬
山
城
を

3
６
0
度
見
て
歩
け
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
の
導
入

路
と
広
場
の
整
備
も
活
き
、
犬
山

城
へ
の
誘
客
効
果
を
期
待
し
ま
す
。

ト
イ
レ
・
観
光
案
内
所
の

代
替
施
設
は
設
け
な
い

　

犬
山
城
周
辺
の
ト
イ
レ
と
し
て

は
、
犬
山
城
内
、
針
綱
神
社
入
口

（
老
朽
化
に
伴
い
平
成
29
年
度
ま

で
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
）、
丸

の
内
公
園
、
文
化
史
料
館
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
現
在
整
備
中
の
内

田
防
災
公
園
の
観
光
駐
車
場
に
、

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
ト
イ

レ
は
充
足
し
て
お
り
、
現
体
育
館

の
ト
イ
レ
の
代
替
施
設
は
不
要
と

考
え
ま
す
。（
祭
り
等
で
は
仮
設

で
対
応
）

　

観
光
案
内
所
に
つ
き
ま
し
て

も
、
代
替
施
設
は
設
け
ず
、
中
本

町
と
犬
山
駅
内
の
案
内
所
で
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
を
各
所
に
設
置

し
、
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

代
替
施
設
を
設
け
な
い
こ
と

で
、
維
持
管
理
費
の
抑
制
に
つ
な

が
り
ま
す
。

新
体
育
館
完
成
に
伴
い
、

現
体
育
館
を
解
体
へ
！

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と��き 病・医院名 電　話

2 月 7 日㊐ 四季の丘デンタルクリニック
（四季の丘） 65・1118

2 月11日㊗ おりの歯科�（扶桑・高雄堂子）0587・91・0222

2 月14日㊐ 山村歯科クリニック
（丸山天白町） 65・1333

と��き 病・医院名 電　話

2 月 7 日㊐ 犬山駅西病院� （高見町）
石原外科� （橋爪上）

61・2017
62・2855

2 月11日㊗ 村上内科� （丸山）
マザークリニックハピネス� （塔野地）

62・2201
63・4103

2 月14日㊐ 安藤医院� （西新道）
宮田眼科� （松本町）

61・0316
61・0200

市内街頭犯罪発生状況
12月 平成27年中

刑法犯罪数
（昨年同期）

33件
（60件）

548件
（664件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

0件
（10件）

31件
（80件）

車上狙い
（昨年同期）

3件
（ 2件）

28件
（44件）

自転車盗
（昨年同期）

7件
（12件）

114件
（112件）

市内交通事故発生状況
12月 平成27年中

人身事故件数
（昨年同期）

31件
（22件）

312件
（294件）

死者数
（昨年同期）

0件
（ 0件）

3件
（ 2件）

負傷者数
（昨年同期）

39件
（35件）

396件
（373件）

◆
市
内
の
12
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
33
件（
一
昨
年
60
件
）で
す
。

車
上
狙
い
被
害
が
楽
田
・
池
野
・

犬
山
東
学
区
で
そ
れ
ぞ
れ
1
件
発

生
し
ま
し
た
。
自
転
車
盗
被
害
が

楽
田
学
区
で
3
件
、
犬
山
北
学
区

で
2
件
、
犬
山
南
・
羽
黒
学
区
で

そ
れ
ぞ
れ
1
件
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
違
反
取
締
強
化
中

「
ス
ト
ッ
プ
・
ス
ロ
ー
・
ス
マ
ー

ト
」　

3
つ
の
S
交
通
事
故
抑
止

◎
交
通
事
故
の
特
徴

　

愛
知
県
の
交
通
事
故
の
特
徴
と

し
て
、
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事

故
が
多
く
、
信
号
無
視
、
一
時
不

停
止
な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
も
後
を
絶

た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◎
交
通
違
反
取
締
強
化

　

例
年
、
2
月
か
ら
増
加
す
る
人

身
交
通
事
故
を
抑
止
し
交
通
死
亡

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

交
通
事
故
に
直
結
す
る
交
差
点
関

連
違
反
、
速
度
超
過
違
反
、
飲
酒

運
転
、
保
管
場
所
法
違
反
の
交
通

取
り
締
ま
り
強
化
を
図
り
ま
す
。

交
差
点
関
連
違
反
…
交
差
点
を
通

過
す
る
時
に
は
、
信
号
を
守
り
、

確
実
に
一
時
停
止
し
、
交
差
点
の

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
…
飲
酒
運
転
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
お
酒
を
提

供
し
た
人
、
依
頼
し
て
飲
酒
運
転

の
車
に
同
乗
を
し
た
人
、
飲
酒
運

転
の
人
に
車
を
貸
し
た
人
も
処
罰

さ
れ
ま
す
。

速
度
超
過
違
反
…
速
度
は
衝
撃

力
、
制
動
距
離
に
大
き
く
関
係
し

ま
す
。
事
故
を
回
避
し
、
防
止
す

る
た
め
に
制
限
速
度
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

保
管
場
所
法
違
反
…
道
路
を
車
庫

が
わ
り
使
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
同
じ
場
所
に
引
き
続
き
12
時

間
（
夜
間
は
8
時
間
）
以
上
駐
車

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
☎

61
・
0
1
1
0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//www.pref.aichi.jp/police
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犬山市の人口と世帯
●1月1日現在●
人口� 74,790人
男　　� 37,250人
女　　� 37,540人
世帯　� 30,115世帯

平成28年2月1日号

　
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

と
、
民
家
が
密
集
し
た

「
町
」
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
今
回
は
山
あ

り
、谷
あ
り
、池
あ
り
、

そ
こ
に
民
家
あ
り
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
と
は
一

味
違
っ
た
ま
ち
づ
く
り
。

　
そ
こ
を
専
門
家
の
西

村
・
東
大
教
授
が
持
論

を
展
開
し
、
我
々
に
問

い
か
け
ま
し
た
。

　
い
わ
ば
自
然
と
共
存

す
る
ま
ち
づ
く
り
。
ど

う
活
か
す
か
は
、
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
の
意
気

込
み
か
。（
山
）

�

ハーブを使ったバレンタインスイーツ
ローズのパンナコッタタルト

　 2月といえばバレンタイン！！ということで今回はハーブを使ってパンナコッタタル
トを作ってみました。乾燥のローズの花びらが入っている紅茶を使っていつもとは少し
違う可愛くて美味しいスイーツ♪混ぜて焼くだけの簡単な調理方法なので、お子様と一
緒に作ってみてくださいね♪

◎�タルト生地：①ホットケーキミックスと
水を混ぜ、まとまりが出るまで練る。②
180℃で余熱したオーブンで15分程、型
にいれたタルト生地を焼く。③途中で取
り出し、底を指で固め再度5分程焼く。
◎�ローズシロップ：①鍋に水、砂糖、ロー
ズをいれ、色がでるまで加熱する。②熱
湯消毒したビンに汁のみいれる。
◎�パンナコッタ：①ゼラチンをふやかして
おく。②鍋に生クリームと牛乳を沸騰さ
せないように温め、①をいれ溶かす。③
ローズシロップをいれよく混ぜる。④タ
ルト生地に適量いれ冷蔵庫で冷やし固め
る。⑤上からシロップと飾りにいちごジャ
ム、ミントを添える。

ローズシロップをつくる時は長く煮ると独特の苦味が出てしまい、ローズの味が強くなっ
てしまうので注意してください。ローズはリラックス作用があるといわれています！

QRコード

栄養価（1個分）
エネルギー：194kcal、カルシウム：32mg

284

春の見学児童
平成27年第17回犬山観光写真コンテスト

道家晴規さん撮影

　さすが巨大古墳。頂上を縦走する児童も
小さく見えます。

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

［ローズ風味のパンナコッタタルト］（4個分）
◎ローズシロップ：ローズの花びら（乾）
…大さじ2、砂糖50g、水…50g
◎パンナコッタ：生クリーム…75g、牛乳
…50g、砂糖…10g、ローズシロップ…大
さじ1、粉ゼラチン…3g
◎飾り：ローズシロップ…適量、フレッ
シュミント…適量、いちごジャム…適量、
フレッシュミント…適量
◎タルト生地：ホットケーキミックス…
50g、水…適量

名古屋経済大学管理栄養学科
4年　丸山麻里アンジェラ

よく遊んで、よく食べて、よく
寝る。これからも元気いっぱい
にすくすく大きくなってね！

小幡　明
あ

日
す

菜
な

ちゃん
（中山町）

平成27年 2 月17日生まれ

産まれてきてくれてありが
とう。笑顔で元気いっぱい
の壮くんが大好きだよ♡

阿蘇品　壮
そう

真
ま

ちゃん
（橋爪）

平成27年 2 月18日生まれ


